
「鑑賞する」ギャラリーから「参加する」ギャラリーへ

ーウェブギャラリーの可能性を模索するー

福岡市博物館学芸課 学芸員（考古分野） 大森 真衣子

デジタルアーカイブ推進員 宮原 由橘菜

←本日ご紹介させていただくギャラリーは、こちらからご覧になれます。



福岡市博物館デジタルアーカイブ（主に収蔵品データベース）の現状

・収蔵品20万件のうち必要最低限のメタデータ登録はほぼ100％

・収蔵品20万件のうちデジタル化はその30％

目標は…収蔵資料デジタル化・解説を継続し、頼れる文化財情報基盤へ

保存・収集・管理業務は「蓄積型」業務。大切であり根幹である一方で、その
社会的存在意義に関しては認知されにくく、本当にずっと予算・人員が確保さ
れ続けるのか…。

実物資料ですら「なぜ残すのか」が問われる。
まして、実物を伴わないデジタルアーカイブ
は、その価値や必要性をより厳しく問われる
立場にある。

その価値や必要性を自ら発信しな
ければ、「なくてもよいもの」
「ないもの」とみなされる危険性
をより強く抱えている。

！！危機感！！

とはいえ…

！



価値や必要性って何だろう？？

・博物館側…「重要資料だから価値があると思う」

・市民…「価値が伝わったから重要だと思う」

⇒参照され教育や研究や地域活動等に結びつき価値が伝わることで

初めて必要性は可視化されるものなのかもしれない。

さらに

ウェブギャラリーの得意分野

パソコンの普及により…

●誰でも見られる。

●どこからでも見られる。

●現地でなくても見られる。

スマートフォンの普及により…

●より手軽に。

●持ち歩きも可能に。

より市民生活に近い存在に！

←論理の

ギャップに着目！



福岡市博物館的ウェブギャラリーの類型

①大灯籠絵展

②戦争と私たちのくらし34・35

③新収蔵品展36・37・38

④福岡市博物館所蔵の玄界島関連資料

⑤「博」花繚乱

⑥まちあるきギャラリー

⑦博物館実習生作成ギャラリー
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⇒ウェブギャラリーの利点を活かして

いろんなタイプのギャラリーを作成して価値を伝える！

⇒トライ＆エラーは大歓迎というスタンス。 ①

②

④

⑤

⑥

③

公開中

⑦

ギャラリー作成主体
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制作者サイドから見た分類

へぇ～そうか！



鑑賞型ギャラリー 鑑賞満足度向上の工夫：1ページ内に収めることを意識

新収蔵品展
・寄贈者への還元

戦争とわたしたちのくらし
・市内学校の平和学習向け

大灯籠絵展
・地域の祭りの周知につなげる

・展示資料
・資料群の解説、資料一覧
タブを分けて情報集約

基本は小細工せず
内容に合わせて一覧で
見やすい形に

Googleマップで分布を表示
地域ごとにタブで分ける



参加型ギャラリー：“博”花繚乱～福岡市博物館に咲き乱れる花々～

能動的鑑賞 促しポイント①：
説明文でギャラリーの見方を紹介。



能動的鑑賞 促しポイント②：実際の活用事例（制作品）も紹介

⇒福岡市博物館主催の特別展「魔法の歴史スコープ」（会期2026.2.21～4.12）にて専門学校生との共創
展示を実施。作品制作にあたりギャラリーを活用してもらいその有用性の検証も同時に行う。

制作時や展覧会での様子福岡市博物館のブログと繋げることで、より詳しい解説を鑑賞者へ届ける。



能動的鑑賞 促しポイント③：ギミックを活用したクイズで自然とギャラリーに参加！

参考：和歌山県立文書館「授業で使える和歌山の資料」
https://jpsearch.go.jp/gallery/pref_wakayama-BwkgX09O73Z

解答をタブで非表示/表示の切り替え

解説パーツ+画像パーツで
ズームアップ

選択肢も自館の資料
気になったら飛べるように

ギャラリーで紹介している過去
の展示解説からピックアップ

よりピンポイントで資料の詳細
にアプローチ



ギャラリー作成時の留意点

⇒これまで作成したデジタルデータ等を使いデジタルアーカイブ資料の利点を生かして作成すること。

鑑賞者に「ギャラリーを活用してほしい」という意図はあるが、それを強制しないこと。

資料解説は、過去の展
覧会で使用された解説
を参照。

真正性の担保と作成者
および専門分野職員の
確認作業における負担
を軽減。

資料の提示の仕方はシ
ンプルに。

ギャラリー制作者側の
視点をあえて入れない。
鑑賞者の着想の邪魔に
ならないようカタログ
を志向。

解説だけでなく、過去の展
覧会リーフレットも提示。

制作品に奥行を持たせたい
という要望に応える。同時
に純粋にギャラリーを鑑賞
したい人の「知りたい」に
リーチ。



活動型ギャラリー（鋭意制作中）

⇒皆様の活動事例を大いに参考させていただき、現在鋭意制作中。



パブリック型ギャラリー：まち歩きギャラリー（公開に向けて調整中）

⇒特別展「魔法の歴史スコープ」にて博物館近隣の校区自治協議会・公民館・大学生とともに古写真と現在

に風景を重ね合わせる「時層写真」を撮影する歴史体感型のまち歩きイベントを開催。

イベントに先立ち、古写真に映る風景が現在のどこにあたるかを地域の方からの聞き取り等で特定させ、オ

リジナルマップとギャラリーを作成。スマートフォンの普及によりギャラリーが手軽に「持ち運べる」こと

ができることを利用して試作した。現在は公開に向けて権利処理等を進めている。



★周知強化が今年度の目標★

名刺サイズのカードを作成。
館内配布。SNSで発信。

出前学習等の学校訪問時に
学校現場へ配布。

小さなところからコツコツと周知を図っているが…

効果的な方法を探している。ワークショップ開催や

デジタル実物ハイブリット展等にも挑戦してみたい。

ギャラリー作成可能者を増やし、ギャラリーのバリ

エーションを増やす。…職員対象にギャラリー作成

ワークショップを開催予定。

対外的

対内的

課題：「ギャラリーの存在を認知されない」…知る人ぞ知る、状態。



ご清聴ありがとうございました！
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